
JP 2014-534261 A5 2017.11.16

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年11月16日(2017.11.16)

【公表番号】特表2014-534261(P2014-534261A)
【公表日】平成26年12月18日(2014.12.18)
【年通号数】公開・登録公報2014-070
【出願番号】特願2014-543546(P2014-543546)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 491/147    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 223/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  19/073    (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/533    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/542    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  491/147    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  223/16     ＣＳＰＡ
   Ｃ０７Ｄ  491/22     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １２１　
   Ｃ０７Ｈ   19/073    　　　　
   Ｃ０７Ｈ   19/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １１２Ｚ
   Ａ６１Ｋ   49/00     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   33/533    　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｍ
   Ｇ０１Ｎ   33/566    　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/542    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年9月25日(2017.9.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉａ）または式（Ｉｂ）：
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【化１】

に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ1およびＲ2、ならびに／またはＲ11およびＲ12は、５～７員複素環を形成しており、
　Ｒ1およびＲ2が５～７員複素環を形成していない場合、Ｒ1は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまた
はＬ－Ｒであり、Ｒ2は、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ
、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｒ11およびＲ12が５～７員複素環を形成していない場合、Ｒ11は、Ｈ、Ｃ1-4アルキル
またはＬ－Ｒであり、Ｒ12は、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、または
　Ｌは、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－もしくは－ＳＯ2－であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および

から選択される反応基であり、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
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Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25およびＲ26は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキ
ルであるか、または、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23、Ｒ24およびＲ
25、Ｒ25およびＲ26、ならびにＲ26およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロアリー
ル環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、ハロ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2

Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　各Ｘは、独立して、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである、化合物。
【請求項２】
　Ｒ24が、Ｈである、および／またはＲ25が、Ｈである、および／またはＲ26が、Ｈであ
る、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　式（ＩＩＩａ）、式（ＩＩＩｂ）または式（ＩＩＩｃ）：

【化２】

に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ11およびＲ12は、５～７員複素環を形成しており、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、または
　Ｌは、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－もしくは－ＳＯ2－であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および
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から選択される反応基であり、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであることができ、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、アルキル、Ｌ－Ｒ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈであるか、または
、ヘテロアリール環もしくは複素環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、複素環、またはヘ
テロアリール環を共に形成し、
　Ｒ5、Ｒ13、Ｒ14およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール
、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロ
アリール環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである、化合物。
【請求項４】
　Ｘが、ＣＨ2である、請求項１～３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ1が、Ｃ1-4アルキルである、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ1が、メチルまたはエチルである、請求項５記載の化合物。
【請求項７】
　前記５～７員複素環が６員環である、請求項１～６のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ12が、Ｈ、ＣｌまたはＯＭｅである、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ20が、Ｈ、および／またはＲ21が、Ｈ、および／またはＲ22が、Ｈ、および／または
Ｒ23が、Ｈ、である、請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　式（ＩＶ）：
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【化３】

に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであってもよく、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、または
　Ｌは、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－もしくは－ＳＯ2－であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および

から選択される反応基であり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈであるか、アルキルであるか、または、ヘテロアリール環もしくは
複素環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、複素環またはヘテ
ロアリール環を共に形成し、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
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　Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または、アリール環
、ヘテロアリール環、炭素環もしくは複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒである、化合物。
【請求項１１】
　式（Ｖ）：
【化４】

に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであってもよく、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、または
　Ｌは、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－もしくは－ＳＯ2－であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および
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から選択される反応基であり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈであるか、アルキルであるか、または、複素環もしくはヘテロアリ
ール環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、複素環またはヘテ
ロアリール環を共に形成してもよく、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｒ20およびＲ21は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または、アリール環
、ヘテロアリール環、炭素環もしくは複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒである、化合物。
【請求項１２】
　Ｒ2が、Ｈ、ＣｌまたはＯＭｅである、請求項１～７のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ3および／またはＲ4が、Ｃ1-4アルキルである、請求項３、４、７および９～１２の
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ3および／またはＲ4が、メチルまたはエチルである、請求項１３記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ3が、複素環の一部である、請求項３、４、７および９～１４のいずれか１項に記載
の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ4が、複素環の一部である、請求項３、４、７および９～１４のいずれか１項に記載
の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ3またはＲ4が、ピペラジンの一部である、請求項３、４、７および９～１６のいずれ
か１項に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ16が、Ｈ、ＣｌまたはＯＭｅである、請求項８～１７のいずれか１項に記載の化合物
。
【請求項１９】
　式（ＶＩ）：
【化５】
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に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、または
　Ｌは、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－もしくは－ＳＯ2－であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および

から選択される反応基であり、
　Ｒ22、Ｒ23、Ｒ26およびＲ27は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ22およびＲ23ならびにＲ26およびＲ27のうち一つ以上が、アリール環、ヘテロアリー
ル環、炭素環、または複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒである、化合物。
【請求項２０】
　Ｒ26が、Ｈ、および／またはＲ27が、Ｈである、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　式（ＶＩＩ）：
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【化６】

に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、または
　Ｌは、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－もしくは－ＳＯ2－であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および

から選択される反応基であり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ24およびＲ25は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21ならびにＲ24およびＲ25のうち一つ以上が、アリール環、ヘテロアリー
ル環、炭素環、または複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒである、化合物。
【請求項２２】
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　Ｒ24が、Ｈ、および／またはＲ25が、Ｈである、請求項２１に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｒ20が、Ｈ、および／またはＲ21が、Ｈである、請求項１１～１８、２１または２２の
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｒ22が、Ｈ、および／またはＲ23が、Ｈである、請求項１０または１２～２０のいずれ
か１項に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｒ5が、Ｈ、および／またはＲ15が、Ｈである、請求項１～２４のいずれか１項に記載
の化合物。
【請求項２６】
　Ｒ6および／またはＲ9が、Ｈまたはハロゲンである、請求項１～２５のいずれかに記載
の化合物。
【請求項２７】
　Ｒ10が、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＯ2ＨまたはＳＯ3Ｈである、請求項１～２６のいずれか１項
に記載の化合物。
【請求項２８】
　Ｒ7およびＲ8のうち一方が、－Ｌ－Ｒまたは－Ｌ－ＣＯ2Ｈであり、他方がＨ、Ｃｌま
たはＦである、請求項１～２７のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２９】
　Ｌが、－ＣＯ－、－ＳＣＨ2ＣＯ－、－ＳＯ2－または

【化７】

から選択される自己犠牲リンカーである、請求項１～２８のいずれかに記載の化合物。
【請求項３０】
　Ｒが、
【化８】

【化９】

または－Ｃｌである、請求項１～２９のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項３１】
　試料中の核酸ポリマーの存在を検出する方法であって、
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ａ）核酸ポリマーを含有すると思われる試料を、請求項１～３０のいずれか１項に記載の
化合物とオリゴヌクレオチドとを含む複合体を含有する組成物と接触させること、
ｂ）前記試料中の前記化合物の存在または量を検出すること、
を含む、方法。
【請求項３２】
　１回の反応で、２つ以上の核酸ポリマーを検出する、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
ａ）選択生体分子を含有すると思われる試料と、請求項１～３０のいずれか１項に記載の
化合物を含有する組成物を接触させ、混合物を得ること、および、
ｂ）前記混合物中の前記標識生体分子の存在または量を検出すること、
を含む、生体分子を標識する方法。
【請求項３４】
　前記化合物が、シアノベンゾチアゾールを含有する、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記生体分子が、タンパク質または固形支持体である、請求項３３に記載の方法。
【請求項３６】
　請求項１～３０のいずれか１項に記載の化合物、および使用説明書を含む、キット。
【請求項３７】
　式（ＶＩＩＩａ）：
【化１０】

の化合物であって、
　式中、
　Ｒ11は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたはＬ－Ｒであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であるか、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、

および
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から選択される反応基であり、
　Ｒ12およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ

2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、ならびにＲ22およびＲ23のうち一つ以上が、縮合ア
リール環を共に形成し、
　Ｒ11およびＲ12は、任意選択的に置換された環において、共に連結されており、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである、化合物。
【請求項３８】
　式（ＩＸａ）または式（ＩＸｂ）：

【化１１】

に記載の化合物であって、
　式中、
　Ｒ11は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたはＬ－Ｒであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または
　Ｌは、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、エステル、アミン、アルコール、ハロゲン化スルホニル、メルカプタン、ボロナ
ート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハロアセタミド、アルデヒド、アジド、ハ
ロゲン化アルキル、－Ｃｌ、
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および

から選択される反応基であり、
　Ｒ12およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ

2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、ならびにＲ22およびＲ23のうち一つ以上が、縮合ア
リール環を共に形成し、
　Ｒ11およびＲ12は、任意選択的に置換された環において、共に連結されても良く、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ
、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3ＨまたはＬ－Ｒであり、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである、化合物。
【請求項３９】
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【化１２】
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からなる群から選択される、化合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　一つの態様において、本発明は以下の式（Ｉａ）または式（Ｉｂ）：
【化１】

に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ1およびＲ11は、独立して、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり
、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
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　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ2、Ｒ5、Ｒ12およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、
ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25およびＲ26は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキ
ルであるか、または、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23、Ｒ24およびＲ
25、Ｒ25およびＲ26、ならびにＲ26およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロアリー
ル環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ1およびＲ2、ならびに／または、Ｒ11およびＲ12は、炭素環、複素環、アリール環、
またはヘテロアリール環を共に形成してもよく、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、ハロ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2

Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　各Ｘは、独立して、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　別の態様において、本発明は、式（ＩＩａ）または式（ＩＩｂ）：

【化２】

　　　　　　　（ＩＩａ）　　　　　　　　　　　　（ＩＩｂ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ1およびＲ11は、独立して、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり
、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ
－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25およびＲ26は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキ
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ルであるか、または、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23、Ｒ24およびＲ
25、Ｒ25およびＲ26、ならびにＲ26およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロアリー
ル環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ1およびＲ2、ならびに／または、Ｒ11およびＲ12は、炭素環、複素環、アリール環、
またはヘテロアリール環を共に形成してもよく、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　各Ｘは、独立して、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　さらなる態様において、本発明は、式（ＩＩＩａ）、式（ＩＩＩｂ）または式（ＩＩＩ
ｃ）：
【化３】

に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ11は、独立して、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、アルキル、Ｌ－Ｒ、Ｌ－ＣS、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈである
か、または、炭素環、アリール環、ヘテロアリール環もしくは複素環を共に形成し、　あ
るいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、炭素環、複素環、アリ
ール環、またはヘテロアリール環を共に形成し、
　Ｒ5、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロ
アリール環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ11およびＲ12は炭素環、複素環、アリール環、またはヘテロアリール環を共に形成し
てもよく、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
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リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　さらに別の態様において、本発明は、式（ＩＶ）：
【化４】

　　　　（ＩＶ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであってもよく、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈまたはアルキルであるか、または、炭素環、アリール環、ヘテロア
リール環もしくは複素環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、炭素環、複素環、
アリール環、またはヘテロアリール環を共に形成し、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または、アリール環
、ヘテロアリール環、炭素環もしくは複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　さらなる態様において、本発明は、式（Ｖ）：
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【化５】

　　　　　（Ｖ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであってもよく、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈまたはアルキルであるか、または、炭素環、複素環、アリール環も
しくはヘテロアリール環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、炭素環、複素環、
アリール環、またはヘテロアリール環を共に形成してもよく、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20およびＲ21は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または、アリール環
、ヘテロアリール環、炭素環もしくは複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　別の態様において、本発明は、式（ＶＩ）：
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【化６】

　　　　　（ＶＩ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ22、Ｒ23、Ｒ26およびＲ27は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ22およびＲ23およびＲ26およびＲ27のうち一つ以上が、アリール環、ヘテロアリール
環、炭素環、または複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　さらなる態様において、本発明は、式（ＶＩＩ）：
【化７】

　　　　（ＶＩＩ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
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　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ24およびＲ25は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21およびＲ24およびＲ25のうち一つ以上が、アリール環、ヘテロアリール
環、炭素環、または複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　さらなる態様において、本発明は、式（ＶＩＩＩａ）または式（ＶＩＩＩｂ）：
【化８】

に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ11は、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ12およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ

2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、ならびにＲ22およびＲ23のうち一つ以上が、縮合ア
リール環を共に形成し、
　Ｒ11およびＲ12は、任意選択的に置換された環において、共に連結されても良く、　Ｒ
6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
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　「反応基」という用語は、カルボン酸の活性化エステル、アミン、アルコール、ハロゲ
ン化スルホニル、メルカプタン、ボロナート、ホスホルアミダイト、イソシアネート、ハ
ロアセタミド、アルデヒド、アジド、アシルニトリル、光活性化基またはハロゲン化アル
キルを指す。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
色素
　本発明は、以下の式（Ｉａ）および式（Ｉｂ）：
【化１０】

の化合物を提供し、式中、
　Ｒ1およびＲ11は、独立して、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり
、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ2、Ｒ5、Ｒ12およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、
ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25およびＲ26は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキ
ルであるか、または、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23、Ｒ24およびＲ
25、Ｒ25およびＲ26、ならびにＲ26およびＲ23の一つ以上が、共にアリール環、ヘテロア
リール環、炭素環または複素環を形成し、
　Ｒ1およびＲ2、ならびに／または、Ｒ11およびＲ12は共に炭素環、複素環、アリール環
、またはヘテロアリール環を形成してもよく、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、ハロ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2

Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　各Ｘは、独立して、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００５０】
　本発明はまた、以下の式（ＩＩａ）および式（ＩＩｂ）：
【化１１】

　　　　　（ＩＩａ）　　　　　　　　　　　（ＩＩｂ）
の化合物を提供し、式中、
　Ｒ1およびＲ11は、独立して、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり
、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ
－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22、Ｒ23、Ｒ24、Ｒ25およびＲ26は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキ
ルであるか、または、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23、Ｒ24およびＲ
25、Ｒ25およびＲ26、ならびにＲ26およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロアリー
ル環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ1およびＲ2、ならびに／または、Ｒ11およびＲ12は、炭素環、複素環、アリール環、
またはヘテロアリール環を共に形成してもよく、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　各Ｘは、独立して、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　本発明はまた、以下の式（ＩＩＩａ）、（ＩＩＩｂ）および（ＩＩＩｃ）：
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【化１２】

の化合物を提供し、式中、
　Ｒ11は、独立して、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈ、アルキル、Ｌ－Ｒ、Ｌ－ＣS、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈである
か、または、炭素環、アリール環、ヘテロアリール環もしくは複素環を共に形成し、　あ
るいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、炭素環、複素環、アリ
ール環、またはヘテロアリール環を共に形成し、
　Ｒ5、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、Ｒ22およびＲ23の一つ以上が、アリール環、ヘテロ
アリール環、炭素環または複素環を共に形成し、
　Ｒ11およびＲ12は、炭素環、複素環、アリール環、またはヘテロアリール環を共に形成
してもよく、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　本発明はまた、以下の式（ＩＶ）：
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【化１３】

　　　　（ＩＶ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであってもよく、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈまたはアルキルであるか、または、炭素環、アリール環、ヘテロア
リール環もしくは複素環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、炭素環、複素環、
アリール環、またはヘテロアリール環を共に形成し、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または、アリール環
、ヘテロアリール環、炭素環もしくは複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　本発明はさらに、以下の式（Ｖ）：
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【化１４】

　　　　　（Ｖ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ2およびＲ16は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであってもよく、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ3およびＲ4は、Ｈまたはアルキルであるか、または、炭素環、複素環、アリール環も
しくはヘテロアリール環を共に形成し、
　あるいは、Ｒ2およびＲ3、ならびに、独立して、Ｒ4およびＲ16は、炭素環、複素環、
アリール環、またはヘテロアリール環を共に形成してもよく、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20およびＲ21は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または、アリール環
、ヘテロアリール環、炭素環もしくは複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　本発明はさらに、以下の式（ＶＩ）：
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【化１５】

　　　　　（ＶＩ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ22、Ｒ23、Ｒ26およびＲ27は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ22およびＲ23およびＲ26およびＲ27のうち一つ以上が、アリール環、ヘテロアリール
環、炭素環、または複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　本発明はさらに、以下の式（ＶＩＩ）：
【化１６】

　　　　（ＶＩＩ）
に記載の化合物を提供し、式中、
　Ｒ5およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
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　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ24およびＲ25は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21およびＲ24およびＲ25のうち一つ以上が、アリール環、ヘテロアリール
環、炭素環、または複素環を共に形成し、および、
　Ｒ6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ヘテロア
リール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSである。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
中間体
　本発明はさらに、式（ＶＩＩＩ）および（ＩＸ）：
【化２８】

の化合物を提供し、式中、
　Ｒ11は、ＨまたはＣ1-4アルキル、Ｌ－ＲもしくはＬ－ＣSであり、
　Ｌは、１～１６の非水素原子を有する、直鎖もしくは分枝状、環状もしくは複素環式の
飽和または不飽和である共有結合であり、当該結合が、エステル、酸、アミン、アミド、
アルコール、エーテル、チオエーテルもしくはハロゲン基のうちの組み合わせを含有する
ものであるか、または、一重、二重、三重もしくは芳香族の炭素－炭素結合であり、
　Ｒは、反応基であり、
　ＣSは、結合物質であり、
　Ｒ12およびＲ15は、独立して、Ｈ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ、ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ

2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は、独立して、ＨまたはＣ1-6アルキルであるか、または
、Ｒ20およびＲ21、Ｒ21およびＲ22、ならびにＲ22およびＲ23のうち一つ以上が、縮合ア
リール環を共に形成し、
　Ｒ11およびＲ12は、任意選択的に置換された環において、共に連結されても良く、　Ｒ
6-10は、独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、アルキル、アリール、ＣＯ2Ｈ、Ｓ
Ｏ3Ｈ、Ｌ－ＣＯ2Ｈ、Ｌ－ＳＯ3Ｈ、Ｌ－ＲまたはＬ－ＣSであり、
　Ｘは、ＣＨＲ23、Ｏ、ＳまたはＮＲ30であり、および、
　Ｒ30は、Ｈ、Ｃ1-4アルキルまたは－Ｃ（Ｏ）Ｃ1-4アルキルである。
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